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幽玄の宵風
Y u g e n N o Y oik a z e

半能｢橋弁慶｣ は｢京の 五条の橋の上｣ の唱歌で知られる ､ 牛若丸と弁慶の 出会 い の 場面を描い た能です｡

初めて能を ご覧に なる方でも楽しめる ､ 痛快な作品とな っ ております｡

弁慶に山中逮晶 ､ 牛若丸に山中つ ばめという親子共演は､ 東北初披露となります｡

その他にも､ 能楽と噺子の ミ ニ 講座 など､ 演目 は盛りだくさん です｡

演 目

能楽ミ ニ 講座

舞嚇子｢屋島｣

嚇子ミ ニ講座

半能｢橋弁慶｣

開催要項

山中辺 晶

山中景品 (源 義経 の 霊)

栗林祐輔

住的充彦

大倉慶乃助

山中さ牙晶 (武蔵坊弁慶)

山中つ ばめ (牛 若丸)

日時 2 0 1 3 年 5 月 3 日( 金 ･ 祝)

1 9:0 0 ～ 2 1 :0 0 ( 開場 1 8 : 3 0)

場所 風 の訳ミ ュ ー ジア ム特設舞台( 屋外)

料金 3
,
5 0 0 円

◆風の 沢 ミ ュ ー ジ ア ム パ ス ポ ー ト会員の 方は ､

料金が 3
,
0 0 0 円 に割引となります ｡

◆当日 ､ 冷え込 む場合も ござい ま すの で､ 使 い捨

てカイ ロ や膝掛 けなどを ご用意く ださ い ｡

◆写真損影は可能 で すが､ フ ラ ッ シ ュ は使用禁

止 です ｡ また､ 操作書が出ない よう周囲に ご配

慮く ださ い ｡

◇雨天時 は傘をお 持ちくださ い ｡

出演者

シテ方

笛

小壷重

大義美

謡

諸

子方

山中近 晶 (観世 流 シ テ 方)

栗林祐輔 (森田 流笛方)

住馬句克彦 (幸流 小鼓方)

大倉慶乃助 (大 倉流 大 鼓方)

川口 晃平 (観世 流 シ テ 方)

山中景 晶 ( 山中 近晶 長 男)

山中つ ばめ (山 中送 品 長 女)

観世流梅若会能楽師 シ テ方 山中主牙晶

宮城 県仙台市在住｡ 2 歳 で初舞台｡

能の 愛好家 を育 て る ｢緑 蘭会｣ を主 宰｡

能の 舞台出演 は も と より

幼稚 園 児 か ら社 会人 ま で を対象に し た講演 も好 評｡

現代に お ける 能の 可能 性 を求 め

多彩 な活動 を行 っ て い る ｡



風 の 沢屋 外特設舞台

ア ク セ ス

東北自動車道IC ｢ 雫舘｣ も しく は｢ 若柳金成｣ よ り車で 2 5 分

東北新幹線駅｢ く り こ ま 吉原｣ より 車で 2 5 分
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▼ お申し込み

2 0 1 1 年に 風 の 沢 で上 演 した能 の舞

半能｢ 橋弁慶｣ のあらすじ

腕試しの ため ､ 京 の 五条の 橋で通る

人を待ち構えて い た牛若丸｡ そ こ へ 大

長刀 を肩 に した弁慶がや っ て 来ます ｡

弁慶 は ､ 女姿に見える牛若丸に気を績

め て 通り過 ぎようと しま した ｡

する と ､ 牛若丸は大長刀 の柄を蹴り

上げ ､ 弁慶を挑発｡ 怒 っ た弁慶が斬り

かかりますが ､ 牛若丸は鮮やか に こ れ

をか わします ｡ 翻 弄 され た弁慶は降参

し ､ 互 い に名乗りあい ､ 牛若丸と主従

の 契りを結ん で ､ 九 条の邸 へ お 僕 し

帰 っ て行きます ｡

T E L & F A X : 0 2 2 8 - 5 2 - 2 8 1 1

M A rL :i nf o @ k a z e n o $ a W a .JP

野k a z e n o $ a W a

お 名前 ご連絡 先

3 , 5 0 0 円 × 人 =

※ F A X で お 申し込 み の 方 は ､ 必要事項を ご記入の 上､ ご送信 くださ い ｡




